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進歩が見られる5歳未満児死亡数と死亡率

国連ミレニアム開発目標の基準の年にあたる1990年、世界
では5歳の誕生日を迎える前に亡くなる子どもたちが約1,260万
人いました。そして、2012年、その数は約660万人まで減少し
ています。この22年の間に、9,000万人の子どもたちの命を守
ることができました。それは、1日当たり約17,000人の命を助け
ていることになります。5歳未満で亡くなる子どもの数は着実に

減少しています【図1】。
また、5歳未満児死亡率（出生時から満5歳に達する日までに

死亡する割合。出生1,000人あたりの死亡数で表す）も減少し
ています。1990年には、世界の5歳未満児死亡率は1,000人中
90人でしたが、2012年には48人まで減少しました。5歳未満児
死亡数が減少するスピードも速くなっており、2005年から2012
年の減少スピードは、1990年から1995年の減少スピードの約3
倍にもなります。

このように、5歳未満児死亡数また死亡率は着実に減少して
いるものの、いまだに約660万人もの子どもたちが5歳の誕生日
を迎える前に亡くなっているという現実があります。

ミレニアム開発目標4達成の厳しさ

2000年、国連ミレニアム開発会議で、「5歳未満児死亡率を、
1990年を基準にして2015年までに3分の2減少させる」という
目標（ミレニアム開発目標4=MDG4）をたてました。しかし、
現在の5歳未満児死亡率の減少のスピードでは、2015年まで
の目標達成はむずかしく、目標達成は2028年になるだろうとい

世界では5歳の誕生日を迎える前に、1年間で約660万人の
子どもたちが亡くなっています。それは、1日当たり約18,000
人。約4.8秒に1人が亡くなっていることになります。亡くなる
主要な原因は、風邪をこじらせた肺炎、下痢による脱水症、
マラリアといった病気で、1年で約220万人と、5歳未満児死
亡数の約3分の1を占めています。
2013年9月、ユニセフは『子どもの生存を守る：あの約束を

再び（2013年度版）』を発行しました。世界の5歳未満児死亡
数および、1990年以降の5歳未満児死亡率の傾向や原因の
分析、生存のための取り組みに関する最新の推計値を、本報
告書で発表しました。

５歳の誕生日を迎えられない子どもたち
「子どもの生存を守る：あの約束を再び」からの報告
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【図1】 5歳未満児死亡数の推移
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われています。
このMDG4の目標が達成できるかどうか、あるいは、その達

成可能時期は地域によって大きく異なります。現在分かっている
目標到達可能地域は、東アジアと太平洋諸国、ラテンアメリカ
とカリブ海諸国の2地域のみです【図2】。

一番厳しい地域：西部・中部アフリカ

MDG4の目標の達成が困難な地域の中でも、サハラ以南の
アフリカと南アジアの2地域は、1年間の5歳未満児死亡数が
532万人と全体の80％を占めており、この2地域での死亡数の
削減がMDG4の目標の達成のための重要な鍵です。南アジア
は、1990年と比べ、5歳未満児死亡数を半減させることに成功
していますが、サハラ以南のアフリカではその数はあまり減少して
いません。サハラ以南のアフリカでは10人に1人が5歳になる前
に亡くなっており、それは、高所得の国々の平均値の16倍にも
なります。2012年、5歳未満児死亡率が100以上の国は16カ国
ありましたが、すべてがサハラ以南のアフリカにある国 で々した。

サハラ以南のアフリカは、東部・南部アフリカと西部・中部ア
フリカに分けられますが、各々の目標到達推定年には大きな差
があります。目標到達推定年は、東部・南部アフリカは2020
年、西部・中部アフリカは2032年で、西部・中部アフリカが
MDG4達成が一番厳しい地域です。【図3】にあるように、西
部・中部アフリカだけが、5歳未満児死亡率を1990年と比べて

50％以上の削減ができていません。
しかし、まったく進歩がみられないわけではありません。東

部・南部アフリカも西部・中部アフリカも5歳未満児死亡削減
率は上がり続けています【図4】。

目標達成にむけて

予防可能な原因による子どもの死亡を防ぎ、生存を確かなも
のにするには、貧困の削減、妊産婦死亡率の減少、教育の普
及促進、男女間の平等、環境持続可能性の促進など多方面に
わたる取り組みが必要です。

2012年、「あの約束を再び（ A Promise Renewed）」という、
子どもの生存に関する取り組みが始まりました。現在、176か国
が参加し、予防できる妊産婦、新生児、そして子どもの死をなく
すために、行動していくことを約束しています。

ミレニアム開発目標の期限まで、あと1年。生まれてくる子ども
たちが、健やかに成長し、明るい未来が持てるように、各国の
より一層の努力が求められています。

【出典】	図1〜図4：UNICEF： “2013年度版 子どもの生存を守る：あの約束を再び
（COMMITTING TO CHILD SURVIVAL：A PROMISE RENEWED）” 
（英語） より翻訳、作成
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【図2】 ミレニアム開発目標４の到達推定年
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【図3】 5歳未満児死亡率の推移（1990年と2012年の比較）

サハラ以南のアフリカ

西部・中部アフリカ

東部・南部アフリカ

南アジア

中東と北アフリカ

東アジアと太平洋諸国

ラテンアメリカとカリブ海諸国

CEE/CIS

世界

出生千人あたりの死亡数（人）

177
98 （45％減少）

195

1990
2012

118 （39％減少）

163
77 （53％減少）

129
60 （54％減少）

71
30 （58％減少）

58
20 （65％減少）

54
19 （65％減少）

19 （60％減少）

90
48 （47％減少）

47

1990-1995
1995-2000
2000-2005
2005-2012

0 1 2 3 4 5 6 7

【図4】 5歳未満児死亡率の推移

CEE/CIS

東アジアと太平洋諸国

ラテンアメリカとカリブ海諸国

中東と北アフリカ

南アジア

サハラ以南のアフリカ

東部・南部アフリカ

西部・中部アフリカ

年間死亡削減率（％）

0.8

1.0
2.2

0.7
1.6

2.9
3.5

4.5
5.3

1.9
3.5

4.1


